

障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターについて資料 (しりょう)３


１　センターの新設 (しんせつ)について
　　障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターは国 (くに)の方針 (ほうしん)に基づき (もとづき)、すべての障 (しょう)がい保健 (ほけん)福祉圏域 (ふくしけんいき)に設 (せつ)置 (ち)することを目標 (もくひょう)としていますが、本道 (ほんどう)の広域 (こういき)分散型 (ぶんさんがた)の地域 (ちいき)特性 (とくせい)やサービス見込み量 (みこみりょう)等 (とう)を考慮 (こうりょ)し、第６期 (だい　き)間中 (かんちゅう)に１２カ所 (　　　かしょ)を整備 (せいび)することとなっております。
　　（昨年度 (さくねんど)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)推進 (すいしん)委員会 (いいんかい)で検討 (けんとう)し、１２カ所 (かしょ)設置 (せっち)と第 (だい)６期 (き)計画 (けいかく)に記載 (きさい)しております。）

２　第 (だい)７期 (き)北海道障 (ほっかいどうしょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に向 (む)けた検討 (けんとう)について
　　上述 (じょうじゅつ)のとおり、障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターはすべての障 (しょう)がい保健 (ほけん)福祉圏域 (ふくしけんいき)に設置 (せっち)することを目標 (もくひょう)としており、第 (だい)６期 (き)計 (けい)画期間中 (かんちゅう)の新設 (しんせつ)により、２１圏域中 (けんいきちゅう)１１圏域 (けんいき)に設置 (せっち)がすることになりますが、未 (いま)だ１０圏域 (けんいき)が未設置 (みせっち)のままとなります。
全国 (ぜんこく)の未設置圏域 (みせっちけんいき)のおよそ４割 (わり)近く (ちかく)が北海道 (ほっかいどう)にあり、早急 (さっきゅう)に設置 (せっち)に向けた (むけた)検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)となっております。
　　つきましては、来年度 (らいねんど)以降 (いこう)の北海道 (ほっかいどう)就労 (しゅうろう)支援 (しえん)推進 (すいしん)委員会 (いいんかい)において、第 (だい)７期 (き)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)を視野 (しや)に令和 (れいわ)２年度 (ねんど)に「障害者 (しょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターのあり方 (かた)」で検討 (けんとう)した項目 (こうもく)について、最新 (さいしん)のデータに基 (もと)づきの検証 (けんしょう)を行 (おこな)いながら、センターの必要性 (ひつようせい)について検討 (けんとう)したいと考 (かんが)えております。

　◯協議 (きょうぎ)事項 (じこう)
　　◇センターの必要性 (ひつようせい)の検討 (けんとう)に必要 (ひつよう)な事項 (じこう)について
・アンケートの実施 (じっし)（第６期 (だい　き)計 (けい)画策 (かくさく)定時 (ていじ)も実施 (じっし)）
　　　　調査 (ちょうさ)対象 (たいしょう)：各障害者 (かくしょうがいしゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター、市町村 (しちょうそん)、相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)、就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)
　　　　調査 (ちょうさ)項目 (こうもく)：別添 (べってん)の前回 (ぜんかい)アンケートを参考 (さんこう)に作成 (さくせい)予定 (よてい)
　　　　　　　　　前回アンケート内容の他にどのような項目 (こうもく)の確認が必要 (ひつよう)か？
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　　　・他 (ほか)にどんなことを確認 (かくにん)すべきか？
　　　　　残り (のこ)の未設置圏域 (みせっちけんいき)は、広域 (こういき)で人口 (じんこう)が少ない (すくな)過疎 (かそ)地域 (ちいき)が多い (おお)
　　　　　
